
　　　　

8 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・地域交流を含め、秋まつりを開催します。
・季節ごとのイベント（例：花見・地域の祭り・クリスマス・節分など）を行います。

家族支援

・児童に関する情報共有を密に行い、その時々に必要な支援を行います。
・保護者への助言や支援を行い、共に児童を育成していきます。 移行支援

・移行先との援助方針や支援内容の共有、児童の特性や家族の望みなどを
伝達します。

地域支援・地域連携

・教育機関や関係機関との情報共有を行い、必要に応じた対応を行います。
・個別のケース検討のために会議へ出席します。 職員の質の向上

・職員会議を行い、情報共有やスキルアップに努めます。
・社内外の研修へ積極的に参加します。

支　援　内　容

本
人
支
援

・基本的な整容動作（手洗い・みだしなみ等）や排泄動作の獲得を促します。
・時間を意識した行動を促し、社会生活に必要な力を身につけます。
・健康状態を観察し、健やかな成長と安全な日常を提供します。

・様々な遊びを通して、基本的な運動機能の向上を図ります。
・姿勢保持や転倒予防のために筋力を鍛えたり、感覚刺激が入る運動を取り入れます。
・走る、跳ぶ、回るなどの様々な動きの経験や人の真似をするなどして、脳への刺激を与えて感覚統合を促します。

・日々、時間や日付を確認しながら生活する事で認知力を高めていきます。
・季節のイベントや自然の移ろいを感じることで、季節感覚を養います。
・生活の中で場面に適した行動を学び、生活力の向上を図ります。

・異世代との交流や生活の中での自然な会話を通して、コミュニケーション能力や語彙力を高めていきます。
・困りごとや自分の気持ちを伝えられるよう、適切な方法の獲得を促します。

・遊びを通してルールや役割分担を理解し、集団の中で過ごす力を養います。
・生活の中でお手伝いや小さな役割を遂行する事で責任感や社会性の学びを促します。
・他者を思う気持ちや譲り合いの気持ちを養います。

法人（事業所）理念
乳幼児～高齢者で障害や病気の有無にかかわらず、誰でも居場所として受入れます。お互いを尊重し対等な人間関係を築き、互いに家族の一員としての役割を果たすよう交流を支援しま
す。高齢者、障がい者は持てる機能の維持・向上を目指し子ども達の成長を見守ります。子ども達は異世代交流の中で社会性や愛情を育み、大人になった時に少しでも生きやすくなるよう
に支援していきます。子供たち一人一人の個性を大切に関わっていきます。

支援方針

生活の中で身体機能や心理面の成長を図り、日常生活の獲得や拡大を目指します。苦手や得意を一緒に見つけながら、一人一人の可能性を高めるよう導きます。
それぞれが個性や違いをもつなかで認め合い、自信をもって社会に出られるように支援します。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 富山型デイサービスあした天気になあれ 支援プログラム 作成日　令和 7 年 1 月 20 日


